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研究成果の概要 

 

重合性液晶を用いた厚膜の幾何学位相素子の形成プロセスの検討を進め、1550nmで 98%の

回折効率を示す幾何学位相素子の作製に成功した。また、偏光探査型偏光撮像（PPPI）装置を、

光散乱を伴う被写体へ適用し、照射光の偏光と波長が偏光画像に与える影響について調査した。

その結果、長波長の偏光照射を用いる場合において、光散乱の効果が抑制され、円偏光照射の

場合において散乱媒体の奥に隠れた異方性構造をより詳細に可視化できることを明らかにした。 

電圧駆動型偏光変調素子用材料として応用すべく、サブ波長サイズの開口を有する金属膜と

液晶からなるメタ表面について、その電磁特性を数値シミュレーションにより検討した。リタデーショ

ン並びに透過率と、開口のサイズとの関係性を具体的に計算することで、実際に素子を設計する

上での指針が得られた。また、トポロジー最適化の手法により、リタデーションを評価値とした開口

形状の探索も行い、これまでのものよりも大きなリタデーションを呈するメタ表面が実現できることも

見出した。 

シッフ塩基を光配向性メソゲンの一部として有する高分子液晶フィルムを合成し、これまでの方

法で光配向させた後、配向したシッフ塩基をその場加水分解し、より固有複屈折率の高い官能基

と入れ替え反応させることで、分子配向したフィルムの複屈折率制御を実現した。しかしながら可

視光域での複屈折向上は 0.24から 0.4程度までで、1.55μm帯で利用するには厚さを 4μm以上

にする必要があること、またシッフ部の光反応性が低い問題が明らかとなった。 

PPPI装置のデモ機を製作した。PPPI装置での撮像画像から、偏光度・方位角・楕円率角・位相

差等の偏光画像を自動で計算・出力可能な GUIについても独自に開発した。さらに、測定される

偏光画像の誤差要因として、デモ機に使用している偏光回折格子に改善の余地があることを明ら

かにした。 
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